




 
研究要旨 
 毎年春に実施している小児生活習慣病予防健診の結果、要指導児とその保護者に対して

夏休みに予防教室を開催している。今回予防教室の内容を再検討するため、受講した児童

とその保護者に記入してもらった感想を中心に検討した。 
 受講するために教室に集合したときは、児童と保護者のいずれも緊張した面持ちである

が、すべてのプログラムが終了したときにはかなりリラックスした状況である。記入され

た感想もほとんどが参加してよかったとこたえていた。 
 しかし、参加する親子は話を聞く場面が多く受身的であるので、お互い悩みを話し合う

など、より積極的になれるようプログラムの内容を改善する必要がある。 
 さらに、養護教諭に本予防教室を実質的に企画運営してもらえるようにしているが、毎

年春の人事異動などの影響もあって、初期の趣旨が十分理解されているとは言いがたい状

況にある。養護教諭がより主体的に取り組むように内容を再検討していきたい。 


